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小学校第６学年 算数科学習指導案 

 

 

 

１ 単元名  「速さ」(啓林館 ６年) 

 

２ 単元について 

○ 児童は，第５学年までに，部屋の混み具合や人口密度などの異種の二つの量の割合について学習し

ている。第６学年では，異種の二つの量の割合である速さについて学習する。速さは，長さと時間と

いう二つの量の割合として表すことができ，単位量当たりの考え方と関連付けて学習することができ

る。 

  本単元は，単位量当たりの考え方を用いて，速さ・道のり・時間の関係を調べ，速さの意味や表し

方を理解し，道のりと時間から速さを求めたり，速さの比べ方を考えたりして，日常生活に生かすこ

とをねらいとする。 

  本単元は，現行の学習指導要領では以下のように位置付けられている。 

 

 

 

  また，平成29年３月に公示された新学習指導要領において，本単元で身に付けるべき思考力，判断

力，表現力等は，「異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大き

さを比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かすこと」とされている。速さは，

（長さ）÷（時間）という式で表されるが，その式に当てはめて考えるだけではなく，図や式などと

関連付けて根拠をもって立式する必要がある。

速さを単位時間当たりに移動する長さとして捉

えたり，一定の長さを移動するのに掛かる時間

として捉えたりするなど，目的に応じた処理の

仕方を工夫することが大切である。このように

して，本単元の学習を生活や学習に活用できる

ようにしていきたい。 

○ 本学級で，前提テストと事前テストを行った。

前提テストの結果を見ると，問１の「鉛筆１本当

たりの値段を比べる」問題や，問２の「ガソリン

１L当たりに走る道のりを比べる」問題は，８割

以上の児童ができていた。問３の「１㎡あたりの

人数を比べる」問題では，無解答の２人以外の児

童全員が除法を用いて立式しているにも関わら

ず，正答率が５割を下回っていた。このことか

ら，単位量当たりの大きさを求めるためには，除

法を用いて計算することは理解しているが，根拠を明確にして立式することや，計算結果から得られ

第６学年 Ｂ 量と測定 

 (４) 速さについて理解し，求めることができるようにする。 

前提・事前テストの結果（正答人数と正答率） 

（児童数 ２９人 ８月実施） 

 問 内容 人 ％ 

前
提 

１ 鉛筆１本当たりの値段を比べる 25 86 

２ ガソリン１L当たりに走る道のり

を比べる 

24 83 

３ １㎡当たりの人数を比べる 13 45 

４ 50ｍ走のタイムを基に速さを比べ

る 

28 97 

事
前 

５ 道のりも時間も違う自動車 

の速さを比べる  

立式 22 76 

答え 16 55 

６ 時速80㎞で走る自動車が３時間で

何㎞進むか求める  

17 59 

７ 「速さ」とはどういうことか説明

する。 

８ 28 
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た数値が示す意味についての理解が不十分だということが分かる。さらに，事前テストで行った，本

時の学習内容に関係する問５の「道のりも時間も違う自動車の速さを比べる」問題では，立式できた

児童が７割以上いたが，計算によって何を求めているのか理解できていないことから，答えを間違え

る児童が６人いた。以上のような児童の実態から，既習の単位量当たりの大きさの考えを想起して，

なぜその式になるのか，また，計算から得られた数値が何を表しているのかを考えさせながら学習を

進める必要がある。 

  本学級の児童は算数の授業に真面目に取り組む児童が多く，教師から与えられた課題を解くことは

できる。しかし，１学期はじめの児童は，本時の課題に「やってみたい」という思いをもち，意欲的

に学習に取り組む姿があまり見られなかった。学び合う段階においても，一部の児童の説明だけで進

んでしまうことがあった。そこで，つかむ段階では資料の提示を工夫したり，児童の気付きや発言に

問い返し，児童の言葉でめあてをつくったりする場面を設定するようにした。また，学び合う段階で

は，相手の説明に質問や意見を言ったり，発表したことを他の児童が再現したりする場面を設定する

ようにした。そうすることで，「やってみたい」という思いをもって取り組む姿が見られるようにな

り，自分の考えを相手に伝えようとする児童の発言が少しずつ増えてきた。 

○ 児童の実態と教師自身の授業の振り返りから，算数の授業において本プロジェクト研究で取り組ん

でいる「授業改善セット」を活用した授業の質的改善を図ることにした。特に，１時間の授業過程の

つかむ段階において「問いを見いだすこと」，学び合う段階において「自分の考えを表現し伝え合う

活動」について重点的に取り組んでいく。 

指導に当たっては，日常の事象や算数の学習場面から見いだした学習問題を通して，児童が本時の

問いを見いだすことができるようにしたい。そして，問題解決の過程においては，「自分の考えを表

現し伝え合う活動」を充実させていく。さらに，問題解決した後に，解決の過程を振り返り，共通点

を見付けたり，既習事項と関連付けて考えたり，日常生活に生かしたりすることを大切にしたい。 

  本時においては，指導上の工夫として，特に次の二つのことに留意する。１つ目は，「問いを見い

だすこと」である。児童にとって身近な言葉である「速さ」を，算数としての「速さ」として捉える

ことができるようにするためには，時間と道のりの二つの量が関係していることに気付かせる必要が

ある。そのために，条件不足の問題を提示することで，児童の発言から「時間」と「道のり」という

キーワードを引き出していく。さらに，「時間」と「道のり」の数量を隠して提示し，児童の生活経

験と関連付けさせることで，時間が同じなら長く走る方が速い，道のりが同じなら掛かる時間が短い

方が速いということを確認していく。その後，「時間」も「道のり」も違うことを捉えさせることで，

このままでは速さが比べられないからどうすれば比べられるのだろうという問いを見いださせたい。 

２つ目は，「考えを表現し伝え合う活動」を充実させることである。そのために，ペアや全体の学

び合いでは，話し合う目的や内容を明確にしておく。ペアでは，相手意識をもって分かりやすく説明

することができるように，結論，理由の順で説明させる。聞き手には，自分の考えとの共通点を探さ

せたり，分からないところを質問させたりすることで，形式的な話し合いにならないように留意する。

全体の学び合いでは，発表者の考えを共有するために，他の児童に続きを説明させたり補足の説明を

させたりするなどの活動を取り入れる。その際，それぞれの考えから出された数値が何を表している

か（単位時間当たりの道のり，単位道のり当たりの時間）を丁寧に確認していく。そのために，教師

自身が児童から引き出したい言葉を明確にしておき，児童の声を取り上げることで，「考えを表現し

伝え合う活動」の充実を図りたい。また，数名の児童の発言で授業が進まないように，ペアでの相談
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タイムを適宜設け，「なぜそうなるのか」を考えたり，自分の考えを表現したりしようとする児童の

姿を引き出したい。 

 

３ 単元の目標 

〇単位量当たりの考え方を用いて，速さ・道のり・時間の関係を調べようとする。 

                                  （関心・意欲・態度） 

〇道のりと時間の関係から，速さの比べ方や表し方を考えることができる。 （数学的な考え方） 

〇速さの意味とその表し方が分かり，速さについての計算ができる。         （技能） 

〇速さの意味や表し方，比べ方を理解することができる。           （知識・理解） 

 

４ 評価規準 

【現行の評価の観点による評価規準】 

 算数への 

関心・意欲・態度【関】 

数学的な考え方 

【思】 

数量や図形についての

技能【技】 

数量や図形についての

知識・理解【知】 

○単位量当たりの考えを

用いて，速さや道のり，

時間の関係を調べた

り，生活や学習に活用

したりしようとしてい

る。 

○単位量当たりの考え

を基に，数直線や式を

用いて速さの表し方

を考えている。 

 

○単位量当たりの考え

を基に，速さや道の

り，時間を求めること

ができる。 

 

○単位量当たりの考え

方を基にした速さの

表し方や比べ方を理

解している。 

 

【新しい評価の観点による評価規準】       ※新学習指導要領の評価の観点で示した。 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む 

態度 

〇単位量当たりの考え方を基に

した速さの表し方や比べ方を

理解し，速さや道のり，時間

を求めることができる。 

〇時間や道のりの数量に着目

し，単位量当たりの考えと

関連付けて，速さの比べ方

や表し方を考えている。 

〇単位量当たりの考えを用いて

求めたことを，多面的に捉え

て検討し，粘り強く考えた

り，生活や学習に活用したり

しようとしている。 

※佐賀県教育センター「プロジェクト研究（小学校算数科教育研究委員会）」の試案である。 
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５ 指導と評価の計画(全７時間) 「◎」は，全員の状況を見取り記録に残す評価 

                 「○」は，補完のために必要に応じて記録する評価 

時
間 

◇ねらい・学習活動 

評価規準 

算数への 

関心・意欲・態

度 

数学的な考え方 
数量や図形に

ついての技能 

数量や図形に

ついての知

識・理解 

１
（
本
時
） 

◇速さの比べ方を考えるこ

とができる。 

・走った道のり,時間が異な

る動物の速さの比べ方を

考える。 
 

 

◎単位量当たり

の考えを用い

たり，公倍数

を利用したり

して，速さを

比べる方法を

考えている。 

 

 

 

 

 

○1秒間当た

りに走る道

のりが長い

ほど，１ｍ

当たりに掛

かる時間が

短いほど，

速いと言え

ることを理

解してい

る。 

２ 

◇速さの表し方を知る。 

◇道のりと時間から，速さ

を求めることができる。 

・二つの自動車の速さを比

べ,速さを求める公式を

まとめる。 

・速さの定義を知る。 

 
 

 

◎単位時間に

進む道のり

の考えを基

に,速さを

求めること

ができる。 

 

 

 

 

○速さを求め

る公式を理

解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

３ 

◇速さの意味に基づき，速

さと時間から,道のりの求

め方を考えることができ

る。 

・動物の速さと時間から道

のりの求め方を考え,公

式をまとめる。 

 

 

 

 

 

◎速さの意味に

基づき，道の

りの求め方を

考え説明して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道のりを求

める公式を

理解してい

る。 

 

 

 

 

 

 

４ 

◇道のりと速さから，時間

を求めることができる。 

・自動車の道のりと速さか

ら時間の求め方を考え,

公式をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎道のりと速

さから，時

間を求める

ことができ

る。 

 

 

○時間を求め

る公式を理

解してい

る。 
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５ 

◇時速と分速と秒速の相互

の関係を理解している。 

・時速，分速，秒速の相互関

係を調べ，色々な速さを

比べる。 

・身の回りから，時速，秒速，

分速が使われているとこ

ろを見付ける。 

◎身の回りか

ら，関心をも

って時速，分

速，秒速が使

われていると

ころを見付け

ようとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○時速，分

速，秒速の

速さの単位

を換算する

ことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

◎時速，分速，

秒速の関係

を理解して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

◇練習問題に取り組み，学

習内容を確実に身に付け

る。 

・学習内容を適用して練習

問題に取り組む。 

○本単元で学習

したことを基

に，問題を解

決しようとし

ている。 

 

 

  

◎基本的な学

習内容を身

に付けてい

る。 

 

 

 

７ 

◇学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

・学習内容を適用して確か

め問題に取り組む。 

◎速さの学習を

振り返り，生

活や学習に活

かそうとして

いる。 

 

 

◎速さ，時

間，道のり

を求める公

式を活用す

ることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の目標（１/７） 

  単位量当たりの考えや，公倍数の考えを基に，速さの比べ方を考えることができる。(数学的な考え方) 

 

７ 本時の展開 

(  …評価 ●努力を要する状況と判断した児童への手立て ゴシック…質的改善を図った手立て) 

過程 学習活動 指導上の留意点  

つ
か
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 本時の課題を確認し，めあてを

もつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○動物の写真を電子黒板で掲示する。 

 

 

○速さを量として表すためには，道のりと時間の二量が必要にな

ることを捉えることができるように，条件不足の問題を提示す

る。 

○道のりと時間をマスキングして提示することで，ダチョウと

キリンの数値に着目させる。ダチョウとキリンでは，ダチョウの

方が速いと気付いた児童の発言を広げ，その理由を全体に

問うことで，道のりか時間のどちらかがそろっていれば，速さ

を比べることができることに気付かせる。また，道のりと時間の

カンガルー，ダチョウ，キリンの中で，どの動物がいちばん速いか調べましょう。 

 道のり 時間 

カンガルー 200ｍ 10秒 

ダチョウ 180m ８秒 

キリン 125m ８秒 
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２ 見通しをもつ。 

・５年生のときは，混み具合を調べ

るときに，単位量当たりを求めて

比べたよ。 

・公倍数で時間や道のりをそろえら

れるよ。 

・速さも，同じように考えたらいいん

じゃないかな。 

 

３ 自力解決をする。 

 

どちらもそろっていない場合は，どうしたら比べられるのだ

ろうという問いをもつことができるようにする。 

○児童の問いから，本時は道のりも時間も違う場合の速さの比

べ方を考えていくということを確認し，児童の言葉を使ってめ

あてを決める。 

 

 

○道のりも時間も違うカンガルーとダチョウの速さを比べていくこ

とを確認する。 

○時間や道のりをそろえると比べられることを押さえ，今までの

学習を想起させることで，そろえるための方法に気付くことが

できるようにする。 

○児童の発言から，単位量当たりの考えや公倍数の考えを

取り上げることで，今までに習った考え方が使えること

に気付くことができるようにする。 

 

○計算で出てきた数値が何を表しているのか，なぜその答えに

なったか根拠を説明することができるように，計算する

だけでなく結論と理由をノートに書かせる。 

【予想される児童の反応】 

○単位量当たりの考えを使って調べる方法。 

 

 

 

 

○公倍数の考えを使って調べる方法。 

 

 

 

 

４ 速さの比べ方を話し合う。 

①２人でタイム 

②みんなでタイム 

 

 

 

 

 

 

○結論，理由の順で説明すること，共通点を探したり，友

達の考え方で理解できなかったことを質問したりするこ

となど，交流の仕方を確認することで，話し合いの目的

を明確にする。 

○自力解決の時間に，数名の児童に紙を渡し，式を書かせてお

く。発表の際は，一人分ずつ掲示し，数名の児童の発言で

授業が進まないようにするために，他の児童を指名す

る。 

道のりも時間も違うときの，速さの比べ方を考えよう。 

単位時間当たりの長さで比べる。 
カ：200÷10＝20（m） 
ダ：180÷８＝22.5(m) 
ダチョウが速い 
１秒あたりに走る道のりが長いから。 

 

単位道のり当たりの時間で比べる。 
カ：10÷200＝0.05（秒） 
ダ：８÷180＝0.044･･(秒) 
ダチョウが速い 
１m当たりに掛かる時間が短いから。 

 

時間の公倍数 40で比べる。 
カ：200×４＝800（40秒で 800m） 
ダ：180×５＝900 (40秒で 900m) 
ダチョウが速い 
同じ時間で長い道のりを走るから。 

 

道のりの公倍数 900で比べる。 
カ：10×4.5＝45（900mを 45秒で走る） 
ダ：８×５＝40  (900mを 40秒で走る) 
ダチョウが速い 
同じ道のりを短い時間で走るから。 

 

自
力
解
決 

学
び
合
う 

見
通
す 
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５ まとめる。 

 

 

 

６ 適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

 

○発表者の思考を共有するために，発表を区切って他の児

童に続きを説明させたり，もう一度説明をさせたりし

て，理解度を確認しながら進める。 

○答えの根拠を明確にすることができるように，式や求め

た数値が何を表しているのかを全体に問う。 

○みんなでタイムの際も，考えを確認したり，共有したりすること

ができるように，状況に応じて，ペアでの相談タイムも取り

入れる。 

○単位量当たりの考えと公倍数の考えを整理したり，本時

のキーワードを板書したりすることで，まとめにつなげ

ることができるようにする。 

○児童の言葉を使ってまとめるために，穴あきで提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○分かったことや友達の考えのよさに気付くことができる

ように，振り返りの観点を示す。 

 

速さを比べるときは，（道のりか時間をそろえるために，） 

（単位量当たりの考えや公倍数の考え）を使うとよい。 

【適用問題】 
どちらが速いでしょう。答えと
その理由を書きましょう。 

 道のり 時間 
ライオン 320ｍ 18秒 
キリン 125ｍ 8秒 

 

 

 

 

 

単位量当たりの考えや，公倍数の考えを基に，速さの比べ

方を考えている。（数学的な考え方）（ノート・発表） 

Ａ：根拠を明確にして，複数の方法で速さの比べ方をノー

トに記述している。 

Ｂ：根拠を明確にして，速さの比べ方をノートに記述して

いる。 

●単位時間当たりの道のりを比べる方法を本時の学習を振

り返らせながら考えさせる。 

ま
と
め
る 

振
り
返
る 


